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１．サステナビリティ・ウィーク 2013 の概要 １．サステナビリティ・ウィーク 2013 の概要



 

本年の特徴 

・開催テーマ ： 持続可能な社会の構築に向けた学び 

・メイン期間 ： 2013 年 10 月 26 日（土）～2013 年 11 月 10 日（日） 

・企画数   ： 40 企画 

・企画実施期間： 2013 年 9 月 10 日（月）～2013 年 12 月 10 日（火） 

・参加者数  ： 59,742 人 

・特筆事項    ：  

- 2014 年に国連「持続可能な開発のための教育の 10 年」キャンペーン

が最終年を迎えるのを前に，教育の受け取り手である「学ぶ人」に焦

点を当てた企画を重点的に支援した。 

- 「サステナビリティ学生環境シンポジウム」や「資料展示：サステナ

ビリティって、なに？」、「プレゼン・ディベート大会」、「サステナ

ブル・キャンパス・コンテスト」など、学生が主体的に企画もしく

は学生が議論を主導する行事が、全 40企画のうち 11企画を占めた。 

- 「サステナビリティ学生研究ポスターコンテスト」は 5 年目を迎え、

81 人の参加による国内大会に加え、国際大会を初めて開催した。本

学を含め世界 7大学で学内予選を勝ち抜いた参加者 19人が参加した。

これまでの 5 年間で約 450 人の学生が参加した。 

- 国連「ミレニアム開発目標（MDGs）」期間の最終年を迎え、国連寄

託図書館である本学附属図書館は、MDGs 達成に向けて立ち上がる

イベント「STAND UP TAKE ACTION in Hokudai」を開催した。 

- 附属図書館は、学術文献を誰もが読めるようにする HUSCAP（北海道

大学学術成果コレクション）の取り組みの重要性を伝えるべく、「世界

へ伝える，未来へつなぐ」と題したポスター展示を開催し、持続可能

な社会の構築に向けた知的生産物の共有を呼びかけた。 

- 複数の展示企画に加え、映画やベロタクシーといった大規模な行事に
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よって、参加人数が 5 万人を超えた。本年を含めた過去 7 年間の参加

者累計は 12 万人を超えた。 

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2013

3



北海道大学総長 山口 佳三

総長あいさつ

「持続可能な開発」の実現に資する研究と教育を加速さ
せ、国際貢献に寄与することを目的に、北海道大学は
2007年から「サステナビリティ・ウィーク」を開催し、
環境問題やサステナビリティに関する市民講座や国際
シンポジウムを実施してきました。

これまで、気候変動への適応や貧困の撲滅、自然との調
和が求められる今日の課題に対応して、低炭素社会の構
築や北海道のポテンシャルを活かした社会のモデルを示
していくような研究など、活発な議論・取り組みが行わ
れてきました。

今年のテーマは「持続可能な社会の構築に向けた学び」
です。「学び」とは、単に知識を詰め込のではなく，主
体的に学び、自らを高める意味があると考えます。それ
には、自分の考えを持つことが大切です。安心できる暮らしは、自然発生的に生じるものでは
なく、私たちひとり一人が叡智と心を尽くして作り上げていくものです。

今年のサステナビリティ・ウィークでは、多様な価値観や考えに触れ、融合（寛容）し、議論
し、学ぶ機会として，多数の企画を用意しました。特に，今回で5回目を迎える学生研究ポス
ターコンテストでは、新たな試みとして、海外協定校からの学生を交えた国際大会を実施しま
す。また、学生が自ら企画し、学ぶ機会を作ろうという企画も増えました。

続くいのちのために、そして今あるすべてのいのちが大切に営まれていくために、これまでの
歩みを振り返り、すべての人々にとってのサステナブルな社会とは何か、そしてその実現のた
めに私たちにできることは何かを共に考え、「学ぶ」機会となりますことを願っております。

北海道大学   総長  山口 佳三
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【お詫びと訂正】 
 
パンフレットにおきまして、記載に誤りがありました。正しくは以下の通りです。 
 
○プログラム No. 23 
『泥炭地国際会議： 熱帯および冷温帯泥炭地管理の在り方とその未来像』 
（誤）11 月 10 日（日） 
（正）10 月 10 日（木） 
 
参加者の皆様ならびに関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、こ

こに訂正させて頂きます。 
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サステナビリティ・ウィーク2013を振り返って

サステナビリティ・ウィーク2013 実行委員長
国際担当理事・副学長 上田 一郎

７回目となる今年のサステナビリティ・ウィークのテーマは，「持続可能な社会の構築に向け
た学び」としました。2014年に国連「持続可能な開発のための教育の10年」キャンペーンが最
終年を迎えるのを前に，サステナブルな社会とは何か，そしてその実現のために私にできるこ
とは何かを共に「学ぶ」ことにスポットライトを当て，40企画を開催しました。

総括

本年最初の行事が学生企画であったのは，とても喜ばしい出来事でした。９月10日（火）から
３日間開催された「サステナビリティ学生環境シンポジウム」の副題は「食の未来に向けて私
たちができること」とあり，まさしく主体的に考える企画でした。同時に，このシンポジウム
は本学の留学生がイニシアチブをとり，本学の日本人学生のみならず他大学の学生とも協働し
て企画，実施したということですから，そのプロセスでも素晴らしい学びがあったことでしょう。
そして最後の行事が12月９日（月）・10日（火）に開催された，「第１回 サステナビリティ学生
研究ポスターコンテスト 国際大会」でした。世界から集まった学生発表者が準備のプロセスと
当日の発表・議論を経て成長の手応えを得たと共に，聴衆者も大いに知的刺激を受けたとの
ことです。
これらのことに象徴されるように，国内外の様々な機関との共催，最先端の研究成果の共有，
そして活発な議論を通じ，多くの気づきを与えたり考えを深めたりして自らを高めていくよう
な学びの機会が数多く創出されたことが，各行事の報告からうかがえます。
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パンフレットBOXのついた
サステナビリティ・ウィークの看板

ベロタクシー初動の瞬間

な学びの機会が数多く創出されたことが，各行事の報告からうかがえます。

「サステナビリティ学生環境シンポジウム」を牽引した学生
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授賞式の記念写真
12月11日（水）開催

「第１回北海道大学サステナビリティ学生研究ポスターコンテスト国際大会授賞式」にて

今後に向けて

叡智や課題を分かち合い共感することを通じて，新たな未来を切り拓く心，ちから，仲間を育み
続けるために，来年もサステナビリティ・ウィークを開催します。2014年10月25日～11月9日を
を中心に，持続可能な社会の実現の担い手が世界中から集まれるよう準備を進めますので，
今後とも皆様のご理解とご参加をお願い申し上げます。
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